
令和６年度 第１回郡上市図書館協議会議事録 

 

期  日：令和６年６月２１日（金） 

会  場：白鳥ふれあい創造館 ２０７号室 

出席委員：溝口美咲氏、加藤清美氏、羽生敏江氏、谷口英弘氏、 

     福手均氏、武藤裕二氏 

     （欠席委員：日置曉氏） 

事 務 局：和田隆男社会教育課長、河井康聖図書館長、 

     河合真英社会教育課係長、村上里絵主任 

 

１．開会 

自己紹介 

 

２．図書館協議会委員長あいさつ   

 

３．議題 

（１）令和５年度郡上市図書館活動報告 

（２）令和６年度郡上市図書館運営方針及び事業計画について 

河 井）令和５年度郡上市図書館活動報告、令和６年度郡上市図書館運営方針及び事業計画

をあわせて報告する。市内図書館（分館・各分室）の紹介、昨年度の行事・展示の紹介。 

読書推進を図るため、昨年度もアンケートを行った。成果として、家庭での読み聞かせは増

加していることが分かった。課題としては、中高生の不読率が増加しており、家読の認知を

向上させるという点が上げられる。 

運営方針の説明。 

主な活動として、今年度も図書館おとなの学校、夏休みこども教室を引き続き行う。今後も

周知、啓発を大事にし、図書館を広く利用してもらいたい。 

村 上）要覧に沿って報告。蔵書冊数は、昨年度１年で購入が 5,815 冊、寄贈が 292 冊、

弁償等によるその他が 62冊となっており、合計 6,169冊の新規の受入があった。汚損や破

損、情報が古くなってしまった等の理由から、昨年度は 4,118冊を除籍し、昨年度より蔵書

冊数が増えている。 

雑誌については、値上がりにより全体の購入金額が増え、想定している予算に食い込んでい

たため、購入する雑誌の見直しを行った。今後も動向を見つつ購入や削減の検討をしていく。 

利用状況は、昨年度に比べて 2,689冊の減少。入館者数は 1,283人増加している。図書館に

足を運ぶ人は増えたが、１人当たりの本を借りる冊数が減っている。 

令和５年度から、八幡小学校へ移動図書館に出向くようになり、市内すべての小学校に移動

図書館を行うようになった。しかし、小学生の貸出点数が 58,275 点から 58,886 点と横ば



いで、移動図書館の対象の小学生は増えたが、貸出数が増えなかった。図書館に来館しても

らうという点に課題ことがわかった。 

ブックガイド「本とともだち」の説明。図書館で７種類（幼児、３歳、小学１・４・５・６

年生、中高生向け）を作成。幼児向けは３、４歳児検診で行うブックスタートで配布してい

る。３歳、小学生向けは６月に園・学校に配布した。 

中高生向けは今年度改訂を予定している。今年度より電子版として作成し、生徒がタブレッ

トで見ることができるようにする。 

 

福 手）郡上市図書館は県下でも利用が多いと聞いている。根拠は？ 

村 上）市民一人当りの貸出点数は、県内市部平均が 4.88 冊のところ、郡上市は 6.58 冊。

また、登録者一人当りの貸出点数は、県内市部平均が 9.50 冊のところ、郡上市は 10.90冊

と、県内平均を上回っている。これは、市内７町に図書館がある点が大きいのではと考えて

いる。学校貸出を行うことで、自分で図書館に来館できない子どもにも本を借りてもらえる。 

谷 口）小学生の貸出冊数が減少したとのことだが、子どもの数は？ 

村 上）昨年に比べ、小学生の登録者数は少ない。貸出数にも影響していると思われる。 

福 手）本館は広く、新刊も多い。選書はどのように行っているか？ 

村 上）毎週発行されている、新刊全点案内を全館の職員が目を通し、本館で選書会議を行

っている。本館は収蔵数が多いため、幅広い分野の本を収集している。分室は、一般書の購

入は少ないが、市内で新刊を巡回するなどして対応している。 

 

溝 口）今年の１年生は読書に対して意欲的。学校にない本を市の図書館で借りるなどでき

たら。 

村 上）学校に貸し出すこともできる。協力したい。 

溝 口）高校の図書室の利用は学年によって様々。１年生は利用が多く、雑誌や漫画からス

テップアップして読む本が増えていく子もいる。２年生から少なくなる。３年生は勉強をす

るために来る生徒がいる。受験が終わると利用が増える。 

羽 生）子どものニーズに応えつつ、必要な本を買っているが、追い付かない。市図書館に

頼る部分もある。 

加 藤）おはなしボランティアをしていて、コロナの後から読み聞かせに来てくれる家族が

減った。若いお母さんはタブレットで絵本の読み聞かせをしている。本を借りないお母さん

にどう知らせるかが課題。 

武 藤）移動図書館で子どもたちが次に来てくれる際に持ってきてほしい本を予約してい

る姿を見ると、そこまでして読みたいという意欲を感じられる。学校の図書館でも、学校司

書が子どものニーズを聞きながら、館内の展示をしてくれている。ありがたい。 

 

 



（３）「第４次郡上市子ども読書活動推進計画」の策定について 

村 上）令和２年から令和６年度までの５年間、第３次郡上市子ども読書活動推進計画を策

定し、読書推進を行ってきた。今年度新たに策定するにあたり、読書アンケートを夏休み前

の７月に行う予定。 

和 田）アンケートで課題を抽出し、基本方針を決めていく。具体的な施策案を出し、また

５年、どのように進めていくかを考えていく。 

 

４．社会教育課長あいさつ 

 

５．閉会 


